









長 田 夏 樹 教 授 業 績
1著 書
『蘇州語発音字典』 神戸市外国語大学呉語研究班 昭和28年9月
『現代中国語文法』(鳥 居久靖,香 坂順一,望 月八十吉氏 と共著)
江南書院 昭和31年4月
TheZirniManuscript-APersian-MongolianGlossaryandGrammar
(岩村忍,山 崎忠氏 と共著)京 都大学 昭和36年
『原始 日本語研究一 日本語系統論への試み』神戸学術出版 昭和47年12月
『謎の四世紀』(北村文治,水野祐,鈴木武樹,井上秀雄,直木孝次郎氏 と共著;
「倭人の言語 とその展開」担当)毎 日新聞祉 昭和49年4月
『日本古代語 と朝鮮語』(大野晋,金 思樺,馬 渕和夫,藤 堂明保氏と共著;「日
朝比較言語学 とトゥングース諸語」担当)毎 日新聞社 昭和50年8月
『日本生活文化史』第一巻,「日本的生活の母胎(先 史 ・古墳)」
(石毛直道,金 関恕,佐原真,田辺昭三,町田章,横山浩一氏 らと共著;第8
章 「日本語の形成」担当)河 出書房新社 昭和50年10月
『広韻成立研究小史一 漢字文化圏における中国語の受容 と展開』
(蔵中進,原 田松三郎,高 橋庸一郎,日 下恒夫,浜 政博司氏 と共著)
神戸市外国語大学 昭和52年3月
『講座 日本の神話』第11巻,「日本神話の比較研究」
(松本信広,伊 藤清司,小野明子,佐 口透,吉 田敦彦氏 と共著;「 日本語の
比較言語学的研究」担当)有 精堂 昭和52年4月
『聖徳太子伝暦訓解』











12月 上代 日本語覚書 炬火(東 京外国語学校文芸班)33
昭和17年
9月 上代 日本語 とアルタイ語族 炬火(東 京外国語学校文芸班)34
昭和18年
2月 上代日本語 とアルタイ語族 蒙古(善 隣協会)10-2
昭和23年
7月 上古中国語における語頭重子音について 中国語学17





7月 満州語 と女真語 神戸言語学会会報1


































中国語 ラテ ン化運 動 とエ スペ ランチス ト 国際語1
中国語史資料 環記 華僑文 化42
アルタ イ比較言語学序 説一Mongolo-TurcicaI
AziaGengoKenkyu4









































































































































































































詩詞曲の接点 『楽章集』一 宋詞覚え書き ・その一
神戸外大論叢19-3
「元代白話碑」「百喩経」「遊仙窟」 中国語学新辞典






































万葉 ・宣命 ・訓点語一 日朝両語の情意を表わす語について
江上波夫教授古希記念論集
日朝色彩名義考釈一 束雅臆度覚書 水門一 言葉と歴史10
邪馬台国をめぐる言語10の知識 歴史読本22-10











































































女王 「卑弥呼」は何 と呼ばれたか?神 戸外大学報73
皿
